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『
方
丈
記
』
と
慶
滋
保
胤
・
兼
明
親
王
の
「
池
亭
記
」
と
白
楽
天
の
「
池

上
篇
並
序
」
の
先
行
文
学
の
三
作
品
に
は
、
何
れ
も
隠
遁
生
活
の
住
居
で
あ

る
「
方
丈
」
の
居
室
と
「
池
亭
」
と
い
う
住
居
を
巡
っ
て
の
記
述
が
あ
る
。

『
方
丈
記
』
と
「
池
亭
記
」(

慶
滋
保
胤
と
兼
明
親
王)

と
の
題
名
に
つ
い
て
、

金
子
彦
二
郎
は

「
こ
れ
は
、
平
安
時
代
の
水
辺
文
学
形
相
か
ら
、
鎌
倉
時

、

代
の
山
の
文
学
の
形
相
へ
の
推
移
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
ま
た
、
白
楽
天
の

草
堂
記
も
含
め
て

「
池
亭
記
」
と
の
比
較
を
行
う
時

「
そ
の
居
室
の
規
模

、

、

の
特
徴
を
冠
せ
し
め
て
方
丈
記
と
呼
び
な
し
た
も
の
で
、
す
く
な
く
と
も
、

趣
意
理
念
に
於
い
て
は
同
一
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
時
代
の
推
移
に

①注

よ
っ
て
、
文
学
表
現
の
形
式
が
違
っ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
時
代

の
推
移
と
共
に
、
作
者
の
観
念
や
追
求
し
た
も
の
に
は
、
違
い
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
と
思
う
。
で
は

『
方
丈
記
』
と
先
行
文
学
作
の
「
池
亭
」
と
の
趣

、

意
理
念
に
於
い
て
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
長
明
は
ど
の
よ
う
な
独
自

性
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
本
論
で
は
「
池
」
を
再
検
討
し
た
上

『
方
丈

、

記
』
と
先
行
文
学
と
の
比
較
・
探
究
を
行
い
た
い
。

「
池
」
に
つ
い
て
は
先
行
文
学
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

地
方
都
盧
十
有
余
畝
。
就
隆
為
小
山
。
遇
窪
穿
小
池
。



（
地
方
都
盧
十
有
余
畝
。
隆
き
に
就
き
て
は
小
山
を
為
り
、
窪
に
遇

ち

は
う
す

べ

て
と
を
せ

あ

ま

り

た
か

つ

せ
う
ざ
ん

つ
く

く
ぼ

あ

ひ
て
は
小
池
を
穿
つ

）

「
池
亭
記

（
慶
滋
保
胤
）

。

」

せ

う

ち

う
が

如
今
垂
老
、
病
根
漸
深
、
世
情
弥
浅
。
七
不
堪
、
二
不
可
、
併
在
一
身
。



自
従
草
創
此
亭
、
尤
合
心
事
矣
。

（
如
今
老
に

垂

と
し
て
、
病
根

漸

く
深
く
、
世

情

弥

浅
し
。

い

ま

お
い

な
ん
な
ん

へ
い
こ
ん
や
う
や

せ
い
じ
ゃ
う
い
よ
い
よ

七
の
不
堪
、
二
の
不
可
、

併

ら
一
身
に
在
り
。
こ
の
亭
を
草
創

ふ

か
ん

ふ

か

し
か
し
な
が

さ
う
さ
う

せ
し
よ
り
、
尤
も
心
事
に
合
へ
り

）。

も
と

か
な

亭
在
曲
池
之
北
、
小
山
之
西
。
傍
山
臨
流
、
結
茅
開
宇
。



、

（
亭
は

曲

池
の
北
、
小
山
の
西
に
在
り
。
山
に
傍
ひ
流
れ
に
臨
み

き
よ
く

ち

そ

茅
を
結
び
宇
を
開
け
り
。)

「
池
亭
記

（
兼
明
親
王
）

」

か
や

い
へ

地
方
十
七
畝
。
屋
室
三
之
一
。
水
五
之
一
。
竹
九
之
一
。



（
地
は
方
十
七
畝
に
し
て
、
屋
室
は
三
が
一
、
水
は
五
が
一
、
竹
は

九
が
一
な
り

）

「
池
上
篇
並
序

（
序

（
白
楽
天
）

。

」

）

右
の
記
述
の
よ
う
に
、
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
は

「
遇
窪
穿
小
池
」
と

、

あ
っ
て

「
池
」
が
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
兼
明
親
王
の
「
池
亭
記
」

、

に
も

「
亭
在
曲
池
之
北
」
と
あ
っ
て

「
池
」
が
あ
る
。
白
楽
天
の
「
池
上

、

、

篇
並
序
」
に
は
「
水
五
之
一
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
「
水
」
を
池
水
だ
と
理
解

し
て
も
よ
か
ろ
う
。
又
、
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
と
兼
明
親
王
の
「
池
亭

記
」
及
び
白
楽
天
の
「
池
上
篇
並
序
」
と
い
う
題
そ
の
も
の
の
中
に
「
池
」

が
あ
る
。

即
ち
、
先
行
文
学
の
中
の
、
住
居
の
範
囲
内
に
は
何
れ
も
「
池
」
が
あ
る
。

『
方
丈
記
』
の
中
に

「
池
」
が
あ
る
と
い
う
特
に
強
調
し
て
い
な
い
が
、

、

『
方
丈
記
』
の
中
に
は
、
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「
そ
の
所
の
さ
ま
を
い
は
ば
、
南
に
懸
樋
あ
り
、
岩
を
立
て
て
水
を
た
め

た
り
。
林
の
近
け
れ
ば
、
爪
木
を
ひ
ろ
ふ
に
乏
し
か
ら
ず
。
名
を
音
羽
山

つ
ま

ぎ

と
も

お
と

は

や
ま

と
い
ふ
。
ま
さ
き
の
か
づ
ら
跡
埋
め
り
。
谷
し
げ
け
れ
ど
西
晴
れ
た
り
。

う
づ

観
念
の
た
よ
り
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

」
。

と
あ
っ
て
、
蓄
水
設
備
（
石
槽
）
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

「
池
亭
」
の

。

「
池
」
に
つ
い
て

『
方
丈
記
』
と
の
関
連
研
究
に
於
い
て
は
、
今
ま
で
に

、

言
及
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
ろ
う
し

『
方
丈
記
』
の
こ
の
「
水
」
に
つ
い

、

て
「
最
小
限
の
生
活
条
件
」

で
あ
る
と
い
う
程
度
で
あ
る

「
方
丈
」
と

②注

。

「
池
亭
」
の
中
日
比
較
を
行
う
た
め
、
先
ず
、
こ
こ
で

「
池
亭
」
の

、

「
池
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
て
見
た
い
。

「
池
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。

【
池
】
①
「
沱
」
と
同
じ
。
も
と
揚
子
江
の
一
支
流
の
名
。
故
に
「
さ
ん

ず
い
」
の
扁
。
它
は
音
符
它
と
也
と
は
同
字
、
転
じ
て
イ
ケ
の
意
。

②
水
た
ま
り
、
水
を
溜
め
る
所

「
城
〜
」
城
池
、
都
市
の
意
。

。
『
中
日
大
辞
典

（
小
学
館
）

』

「
西
都
の
賦
、
李
善
注
」
に
引
く
「
説
文
」
に

「
城
に
水
有
る
を
池
と

、

曰
ふ
」
と
あ
っ
て
、
城
池
の
意
と
す
る
。
字
形
よ
り
い
え
ば
、
水
流
が
は
み

出
て
、
傍
流
し
、
そ
の
ま
ま
停
蓄
し
た
こ
と
を
示
す
字
で
あ
る
。

『
字
通

（
白
川
静
）

』

【
池
】
長
く
水
を
引
い
た
通
水
路
。
の
ち
横
に
広
が
っ
た
大
き
い
た
め
池

を
い
う

【
池
上
】
①
池
の
水
の
上
。
②
池
の
ほ
と
り

【
池
亭
】

。

。

池
の
ほ
と
り
に
あ
る
あ
ず
ま
や
。

『
学
研

漢
和
大
辞
典

（
藤
堂
明
保
）

』

【
池
】
①
池
・
プ
ー
ル
。
②
湖
・
地
名
用
。
③
池
の
形
の
も
の
、
浴
槽
・

「
楽
池
」
オ
ウ
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
。
④
堀
・

護
城
河

「
城

「

」

池
」
城
壁
と
堀
。

『
中
国
語
大
辞
典

（
角
川
書
店
）

』

【
池

（
名

「
つ
の
さ
は
ふ
磐
余
の
伊
開(

イ
ケ)

の
水
下
ふ
魚
も
上
に
出

】

）

て
嘆
く

（
継
体
紀
七
年

「
又
是
之
御
世
作
依
網
池
亦
作
軽
之
酒

」

）

折
池
也

（
崇
神
記

「
華
魴
躍
於
銀
沼

（
遊
神
窟
真
福
寺
本
）

」

）

」

「
池
（
以
介

、
蓄
水
也

（
和
名
抄

【
考
】
池
は
用
水
を
た
め

）

」

）

て
お
く
こ
と
か
ら
出
た
語
ら
し
い
。
や
が
て
、
耕
作
の
用
水
池
の

み
な
ら
ず
、
庭
園
の
景
物
と
し
て
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
国
語
大
辞
典

（
三
省
堂
）

』

【
池
】
①
池
塘

『
荀
子
・
王
制

「
汚
池
淵
沼
川
澤

（
汚
池

水
を
蓄

。

』

。
」。

』

し
た
池
塘
。
淵
沼

水
の
深
い
池
）
②
護
城
河

『
韓
非
子
・
存
韓

「
築
城
池
以
守
固

」

『
古
漢
語
常
用
字
典

（
商
務
印
書
館
）

。

』

右
の
解
釈
を
纏
め
て
見
る
と

「
池
」
に
は
、
①
水
を
溜
め
て
い
る
所
。
②

、

堀
・
護
城
河
。
③
城
池
。
と
言
う
三
つ
の
意
が
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集

『
本
朝
続
文
粋
』
等
に

「
池
」
に
関
連
す
る
作
が
、
次

』

、

の
よ
う
に
幾
種
類
か
見
ら
れ
る
。
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一

皇
帝
や
皇
居
に
関
す
る
場
所
を
指
す
。

『
和
漢
朗
詠
集

「
春
」
に
次
の
よ
う
な
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

』

長

楽
の
鐘
の
聲
は
花
の
外
に
尽
き
ぬ

龍

池
の

柳

の
色
は
雨
の



ち
ゃ
う
ら
く

か
ね

こ
え

は
な

ほ
か

つ

り
ゆ
う

ち

や
な
ぎ

い
ろ

あ
め

81中
に
深
し

（
李
嶠
）

な
か

ふ
か

長
楽
鐘
聲
花
外
尽

龍
池
柳
色
雨
中
深

（
李
嶠
）

右
の
「
龍
池
」
は
、
玄
宗
皇
帝
が
遊
ん
だ
興
慶
宮
の
庭
を
指
す

。
③注

鳳
池
の
後
面
は
新
秋
の
月

龍
闕

の
前
頭
は
薄
暮
の
山

（
白
）



ほ
う

ち

こ
う
め
ん

し
ん
し
う

つ
き

り
よ
う
く
え
つ

ぜ
ん
と
う

は
く

ぼ

や
ま

521鳳
池
後
面
新
秋
月

龍
闕
前
頭
薄
暮
山

（
白
）

右
の
「
鳳
池
」
は
、
皇
宮
に
あ
る
中
書
省
の
こ
と
を
鳳
凰
池
と
い
う
が
、
そ

の
「
鳳
凰
池
」
の
略
称
で
あ
る

。
④注

『
文
華
秀
麗
集
』
巻
上
「
遊
覧
」
に
次
の
よ
う
な
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

秋
日
冷
然
院
の
新
林
の
池

探
り
て
「
池
」
の
字
を
得
た
り
。
應
製
。



れ
い
ぜ
ん
い
ん

し
ん
り
ん

さ
ぐ

ち

一
首
。
令
製

君
王
本
自
幽
趣
に
耽
り
、
泉
石
初
め
て
看
す
に
此
の

地

奇
し
。
積

も
と
よ
り
い
う
し
ゆ

ふ
け

せ
ん
せ
き

め

こ

と
こ
ろ
あ
や

せ
き

11水
全
く
含
む
湖
裏
の
色
を
、

重

巖
謝
ら
ず
硤

中

の

危

き
を
。
径
に

す
い
ま
た

こ

り

ち
よ
う
が
ん

さ

け
ふ
ち
ゆ
う

あ
や
ふ

み
ち

栽
う
る
晩
竹

春

餘
の
粉
、
歳
浅
き
新
林
未
だ
拱
か
ぬ
枝
。
景
物
仍
し

う

ば
ん
ち
く
し
ゅ
ん

よ

い
ろ

と
し

し
ん
り
ん
い
ま

い
だ

け
い
ぶ
つ
な
ほ

聖
目
を
遊
ば
し
む
る
に
堪
え
ぬ
、
何
ぞ

労

か
む
整
駕
し
て
瑤
池
に
向

せ
い
も
く

た

い
た
つ

せ
い

が

え
う

ち

か
は
む
こ
と
を
。

秋
日
冷
然
院
新
林
池
。
探
得
池
字
。
應
製
。
一
首
。
令
製

君
王
本
自
耽
幽
趣
。
泉
石
初
看
此
地
奇
。
積
水
全
含
湖
裏
色
。
重
巖
不

謝
硤
中
危
。
径
栽
晩
竹
春
餘
粉
。
歳
浅
新
林
未
拱
枝
。
景
物
仍
堪
遊
聖

目
。
何
労
整
駕
向
瑤
池
。

冷
然
院
の
新
し
く
出
来
上
が
っ
た
林
池
（
庭
園
、
林
泉
）
を
詠
ん
だ
詩
で
あ

る
。
冷
然
院
は
嵯
峨
天
皇
の
別
院
で
、
後
に
冷
泉
院
に
改
め
る
。
こ
こ
の

「
池
」
は
、
木
の
緑
を
池
の
よ
う
な
風
景
に
す
る
、
又
、
憧
れ
る
地
で
あ
る

と
表
す
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
文
末
に
あ
る
「
瑤
池
」
は
崑
崙
山
に
あ
る
と

い
う
仙
女
西
王
母
の
住
所
の
傍
ら
の
池
（
唐
杜
甫
、
秋
興
八
首
「
西
望
瑤
池

降
王
母

）
を
言
う

。

」

⑤注

秋
夕
南
池
の
亭
子
に
し
て
臨
眺
す
。
一
首
。
令
製


し
う
せ
き
な
ん

ち

て
い

し

り
ん
て
う

池
亭
氣
冷
や
か
に
し
て
秋
風
度
り
、
吹
波
心
に
入
り
て
水
文
を
乱
す
。

ち

て
い

き

ひ
や

し
ゆ
ふ
う
わ
た

か
ぜ

は

し
ん

す
い
も
ん

み
だ

12名
月
東
山
に

看

漸

く
に
出
づ
、
愁
ふ
る
こ
と
莫
れ
白
日
巖
頭
に
曛

め
い
げ
つ
と
う
ざ
ん

み
す
み
す
や
う
や

う
れ

な
か

は
く

が
ん
と
う

く

る
る
を
。

秋
夕
南
池
亭
子
臨
眺
。
一
首
。
令
製

池
亭
氣
冷
秋
風
度
。
吹
入
波
心
乱
水
文
。
名
月
東
山
看
漸
出
。
莫
愁
白

日
巖
頭
曛
。

南
池
の
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
か
ら
眺
め
や
っ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
「
南
池
」

は
、
皇
太
弟
（
淳
和
）
の
邸
宅
の
池
を
指
し
て
い
る
が

「
幸
皇
太
弟
南

、

池

（

類
聚
国
史

）
な
ど
の
表
記
か
ら

「
南
池
」
が
淳
和
皇
太
弟
の
邸
宅

」
『

』

、

の
名
で
も
あ
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う

。
⑥注
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二

風
景

『
和
漢
朗
詠
集

「
春
」
に
次
の
よ
う
な
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

』

池
の
色
溶
々
と
し
て
藍
水
を
染
む

花
の

光

焔
々
と
し
て
火
春
を



い
け

い
ろ
よ
う
よ
う

あ
い
み
づ

そ

は
な

ひ
か
り
え
ん
え
ん

ひ

は
る

114焼
く

（
白
）

や池
色
溶
々
藍
染
水

花
光
焔
々
火
焼
春

（
白
）

台
頭
に
酒
有
り

鴬

客
を
呼
ば
ふ

水
面
に
塵
無
く
し
て
風
池
を
洗



た
い
と
う

さ
け

あ

う
ぐ
ひ
す
か
く

よ

す
い
め
ん

ち
り

な

か
ぜ
い
け

あ
ら

66ふ

（
白
）

台
頭
有
酒
鴬
呼
客

水
面
無
塵
風
洗
池

（
白
）

『
本
朝
続
文
粋
』
に
次
の
よ
う
な
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

七
言
。
暮
春
幸
白
河
院
。
同
賦
水
上
落
花
軽
。
應
製
詩
二
首
。

藤
原


實
網
朝
臣

夫
白
河
院
者
。
本
是
大
相
国
昭
宣
公
之
幽
居
。
今
即
博
陸
侯
右
丞
相
之

別
業
也
。
城
闕
占
隣
。
足
以
全
君
臣
之
節
。
山
水
遇
境
。
足
以
楽
仁
智

之
心
。
曲
岸
春
柳
。
太
公
之
釣
垂
絲
。
迴
塘
秋
波
。
魏
徴
之
鏡
開
閘
。

觸
時
之
興
自
然
。
爰
禅
定
仙
院

（
後
略
）

。

『
本
朝
続
文
粋

（
六
九
三
頁
）

』

七
言
。
春
陪
戸
部
尚
書
亜
相
水
閣
。
賦
松
影
浮
池
水
應
教
詩
一
首
。


藤
前
都
督

夫
神
泉
苑
東
。
教
業
坊
裏
。
有
一
名
区
。
昔
是
中
書
大
王
賞
時
節
。
今
亦

戸
部
亜
相
。
楽
仁
智
之
地
。
泉
石
清
冷
。
春
卿
水
之
流
更
亜

（
中

。

略
）
観
夫
池
頭
有
松
。
水
面
浮
影

（
後
略
）
仙
鶴
屡
翥
翅
分
高
低
之

。

霜
。
女
羅
斜
臨
。
色
動
滉
瀁
之
浪
者
矣
。
既
而
玉
爵
酔
深
。
瀛
州
長
生

注

之
味
頻
率
勸

（
後
略
）

。

⑦

右
の
よ
う
に
、
白
楽
天
の
詩
の
「
池
」
は
、
い
ず
れ
も
、
風
景
の
美
し
い
こ

と
を
描
い
て
い
る
。
藤
原
實
網
と
藤
前
都
督
の
作
の
関
係
部
分
を
挙
げ
て
見

た
が
、
次
の
よ
う
な
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
話
の
背
景
に
於
い
て
、
一
つ
は
、

場
所
と
し
て
、
何
れ
も
戸
部
亜
相
と
博
陵
侯
右
丞
相
と
い
う
人
物
の
邸
宅
或

い
は
別
荘
で
あ
る
。
二
つ
は
、
實
網
の
「
山
水
遇
境
。
足
以
楽
仁
智
之

心

」
と
藤
前
都
督
の
「
楽
仁
智
之
地
。
泉
石
清
冷
。
春
卿
水
之
流
更
亜

」

。

。

と
あ
っ
て

「
池
」
が
あ
る
所
は
仁
智
者
が
楽
し
む
場
所
で
あ
る

「
仁
智
者

、

。

は
山
水
を
楽
し
む
」
に
つ
い
て
は
、
孔
子
の
『
論
語

「
壅
也
第
六

「
子
曰
、

』

」

知
者
楽
山
。
仁
者
楽
水
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る

『
本
朝
続
文
粋
』
の
巻
九

⑧注

。

に

「
池
」
に
関
す
る
詩
文
が
か
な
り
多
い
の
で
あ
る
が
、
殆
ど
邸
宅
・
山

、
水
（
池

・
神
仙
の
地
と
い
う
こ
と
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
に
挙
げ

）

て
い
る
藤
原
實
網
と
藤
前
都
督
の
文
も
例
外
で
は
な
く

「
仙
窟
」
と
「
瀛

、

州
」
に
も
触
れ
て
い
る
。
即
ち
、
平
安
時
代
の
漢
文
詩
の
「
池
」
に
関
す
る

作
の
中
に

「
池
」
は
仁
智
者
の
好
む
場
所
と
し
て
、
神
仙
の
地
の
雰
囲
気

、

を
醸
成
す
る
不
可
欠
の
設
備
と
し
て
、
作
品
の
中
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
創
作
構
造
は
、
皇
族
や
貴
族
の
邸
第
を
賛
美
し
た
作
品
が
多
い

と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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保
胤
の
「
隆
き
に
就
き
て
は
小
山
を
為
り
、
窪
に
遇
ひ
て
は
小
池
を
穿

つ
」
の
中
の
「
山
・
池
」
は
、
其
の
時
代
の
潮
流
の
影
響
も
受
け
な
い
こ
と

は
あ
る
ま
い
。
彼
の
「
池
亭
記
」
の
中
に
、
住
居
の
場
所
を
記
述
し
た
文
に
、

「
上
択
蕭
相
国
窮
僻
之
地
。
下
慕
仲
長
統
清
廣
之
居

」
。

（
上
は
蕭

相

国
が

窮

僻
の

地

を
択
び
、
下
は

仲

長

統
が
清

廣

の

か
み

せ
う
し
や
う
こ
く

き
ゆ
う
へ
き

と
こ
ろ

し
も

ち
ゆ
う
ち
や
う
と
う

せ
い
く
わ
う

居

を
慕
ふ

）。

す
ま
ひ

と
、
又
日
常
座
が
記
述
さ
れ
た
文
に
、

「
夫
漢
文
皇
帝
為
異
代
之
主

（
中
略
）
唐
白
楽
天
為
異
代
之
師

（
中

。

。

略
）
晋
朝
七
賢
為
異
代
之
友

」。

（
夫
れ
漢
の
文

皇

帝
を
異
代
の
主
と
為
す

（
中
略
）
唐
の
白
楽
天
を
異

。

そ

か
ん

ぶ
ん
く
わ
う
て
い

い

だ
い

し
ゆ

な

た
う

は
く
ら
く
て
ん

代
の
師
と
為
す

（
中
略
）
晋
朝
の
七
賢
を
異
代
の
友
を
為
す

）

。

。

し

し
ん
て
う

し
ち
け
ん

と
あ
っ
て
、
中
国
の
古
賢
へ
の
崇
拝
心
を
日
常
生
活
に
ま
で
貫
い
て
い
る
。

従
っ
て
、
彼
の
「
山
・
池
」
は
単
な
る
庭
の
風
景
を
設
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

古
賢
の
崇
拝
と
儒
教
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
る
保
胤
に
と
っ
て
は

「
山
・

、

池
」
に
於
い
て
も
、
仁
者
・
智
者
を
憧
れ
る
象
徴
の
意
味
も
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
兼
明
親
王
の
「
亭
在
曲
池
之
北
。
小
山
之
西
。
傍
山
臨
水
。
結
茅
開

宇

」
は
、
自
分
の
住
居
を
池
と
山
の
あ
る
地
に
し
た
訳
で
あ
る
。
唯
、
こ

。
こ
の
「
池
」
は
、
保
胤
の
人
工
で
作
っ
た
「
池
」
で
は
な
く
、
自
然
の
も
の

で
あ
る
の
で
、
隠
遁
生
活
の
住
居
は
、
都
市
を
離
れ
た
自
然
の
中
で
あ
る
。

保
胤
は
「
若
有
余
興
者
。
与
小
童
乗
小
船
」
と
あ
っ
て
、
彼
の
「
池
」
を
生

活
環
境
の
風
景
を
楽
し
む
場
所
と
し
て
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
明
親

王
は

「
自
従
草
創
此
亭
、
尤
合
心
事
矣

」
で
あ
る
の
で

「
池
」
は

、

。

、

「
亭
」
の
周
り
の
一
つ
の
風
物
で
あ
り
、
視
覚
の
楽
し
み
で
あ
る
。

白
楽
天
の
「
池
」
に
関
す
る
詩
が
か
な
り
あ
る
が
、
大
体
二
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
、
住
居
の
庭
の
風
物
と
し
て
、
視
覚
の
楽
し
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
閑
居
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
二
つ
は

「
池

、
即
ち
、
彼
の

、

」

住
居
の
「
水
五
之
一
」
の
「
水
」
と
言
う
も
の
に
は
、
彼
に
と
っ
て
は
特
別

の
意
味
が
表
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
他
の
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
例
に
挙
げ
て
見
た
い
。

池
上
即
事

池

上

即
事



⑨注

ち

じ
や
う
そ
く

じ

行
尋
甃
石
引
新
泉
。

行
い
て
甃
石
を
尋
ね
て
新
泉
を
引
き
、

ゆ

し
ゆ
せ
き

た
づ

し
ん
せ
ん

ひ

坐
看
修
橋
補
釣
船
。

坐
し
て
修
橋
を
見
て
釣
船
を

補

ふ
。

ざ

し
う
け
う

み

て
う
せ
ん

お
ぎ
な

緑
竹
掛
衣
涼
處
歇
。

緑

竹
に

衣

掛
け
て

涼

處
に
歇
ひ
、

り
よ
く
ち
く

こ
ろ
も

か

り
や
う
し
よ

い
こ

清
風
展
簟
困
時
眠
。

清
風
に
簟
を
展
べ
て
困
時
に
眠
る
。

せ
い
ふ
う

た
ん

の

こ
ん

じ

ね
む

身
閑
當
貴
真
天
爵
。

身
閑
に
し
て
貴
に
當
る
は
真
に
天

爵

、

み

か
ん

き

あ
た

し
ん

て
ん
し
や
く

官
散
無
憂
即
地
仙
。

官

散
に
し
て

憂

な
き
は

即
ち
地
仙
。

く
わ
ん
さ
ん

う
れ
へ

す
な
は

ち

せ
ん

林
下
水
邊
無
厭
日
。

林
下
水
邊
厭
く
こ
と
無
き
日
、

り
ん

か

す
い
へ
ん

あ

な

き

ひ

便
堪
終
老
豈
論
年
。

便

ち
終
老
す
る
に
堪
へ
た
り
豈
年
を
論
ぜ

す
な
は

し
ん
ら
う

た

あ
に
と
し

ろ
ん

ん
や
。

池
辺
の
即
興
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
。
行
き
て
は
石
畳
の
処
に
就
い
て
泉
流
を

引
き
、
坐
し
て
長
い
橋
の
処
で
釣
船
を
修
理
し
、
緑
竹
に
著
物
を
掛
け
て
涼
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し
い
場
所
を
選
ん
で
憩
い
、
清
風
に
簟
を
展
べ
て
労
れ
た
時
に
は
昼
寝
す
る
。

身
の
閑
暇
多
き
は
富
貴
の
人
の
よ
う
で
、
誠
に
天
爵
を
得
た
る
が
如
く
、
閑

職
に
在
り
て
何
の
憂
も
な
く
全
く
地
上
の
仙
人
の
如
く
で
あ
る
。
林
下
池
上

厭
く
所
を
知
ら
ず
、
永
く
此
に
吾
が
生
涯
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
林
下

池
辺
で
の
生
活
は
、
飽
く
事
無
く
、
生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

楽
天
の
水
に
対
す
る
執
着
心
が
ど
ん
な
に
強
い
か
を
、
良
く
感
じ
さ
せ
る
。

彼
は
何
故
水
に
対
し
て
こ
ん
な
心
情
を
抱
く
の
か
、
も
う
一
つ
の
執
心
が
あ

る
。
作
品
の
例
を
挙
げ
て
見
る
と
、

池
上
竹
下
作

池

上

竹
下
の
作



⑩注

ち

じ
や
う
ち
く

か

さ
く

穿
籬
遶
舎
碧
逶

。

籬
を
穿
ち
舎
を
遶
り
て

碧

逶

、

聆

聆

り

う
が

ち

し
や

め
ぐ

み
ど
り

い

い

十
畝
閑
居
半
是
池
。

十
畝
の
閑
居

半

是
れ
池
。

ぼ

か
ん
き
よ
な
か
ば

こ

い
け

食
飽
窓
間
新
眠
後
。

食

は
飽
く
窓
間

新

に
眠
る
後
、

し
ょ
く

あ

さ
う
か
ん
あ
ら
た

ね
む

の
ち

脚
軽
林
下
独
行
時
。

脚
は
軽
し
林
下
独
り
行
く
時
。

あ
し

か
ろ

り
ん

か

ひ
と

ゆ

と
き

水
能
性
淡
為
吾
友
。

水
は
能
く
性
淡
く
し
て
吾
が
友
た
り
、

み
づ

よ

せ
い
あ
は

わ

と
も

竹
解
心
虚
即
我
師
。

竹
は
解
く

心

虚
に
し
て

即

ち
我
が
師
。

た
け

よ

こ
こ
ろ
き
よ

す
な
は

わ

し

何
必
悠
悠
人
世
上
。

何
ぞ

必

ず
し
も
悠
悠
た
る
人
世
の
上
、

な
ん

か
な
ら

い
う
い
う

じ
ん
せ
い

う
へ

老
心
費
目
覓
親
知
。

心

を
労
し
目
を

費

し
て
親
知
を
覓
め
ん
。

こ
こ
ろ

ら
う

め

つ
ひ
や

し
ん

ち

も
と

池
上
竹
下
の
閑
居
生
活
を
叙
し
た
詩
で
あ
る
。
籬
を
穿
ち
家
を
巡
っ
て
竹
が

緑
に
連
な
り
、
十
畝
の
宅
地
は
半
は
池
で
あ
る
。
食
後
に
は
、
竹
窓
の
間
に

午
眠
を
貪
り
、
目
覚
め
れ
ば
脚
も
軽
々
と
林
下
を
逍
遥
す
る
。
池
の
水
は
淡

く
し
て
吾
が
友
た
る
に
適
し
、
竹
は
心
が
空
虚
で
吾
が
師
と
な
す
に
足
る
。

だ
か
ら
悠
悠
た
る
世
上
に
心
目
を
費
や
し
て
親
知
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。

こ
こ
の
「
水
は
能
く
性
淡
く
し
て
吾
が
友
た
り
」
に
は
、
水
に
対
す
る
見
方
、

執
着
心
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
水
は
、
彼
の
「
独
善
」
の
生
活
の
中
で
、
大

事
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
水
に
つ
い
て

『
老
子

「
易
性
第
八
」
に

、

』

は
、「

上
善
若
水
。
水
善
利
万
物
而
不
争
。
處
衆
人
之
所
悪
。
故
幾
於
道
。
居

善
地
、
心
善
淵
、
興
善
仁
、
言
善
信
、
政
善
治
、
事
善
能
、
動
善
時
。
夫

注

唯
不
争
、
故
無
尤

」。
⑪

（

上

善
は
水
の
若
し
。
水
善
く
万
物
を
利
し
て

争

は
ず
。

衆

人
の
悪

じ
や
う
ぜ
ん

み
づ

ご
と

み
づ

よ

く

ば
ん
ぶ
つ

り

あ
ら
そ

し
ゆ
う
じ
ん

に
く

む

所

に
處
る
。
故
に
道
に
幾
し
。
居
に
は
地
を
善
し
と
し
、

心

は
淵
な

と
こ
ろ

を

ゆ
え

み
ち

ち
か

き
よ

ち

よ

こ
こ
ろ

え
ん

る
を
善
し
と
し
、
興
ふ
る
に
は
仁
な
る
を
善
し
と
し
、
言
は
信
な
る
を
善

よ

あ
た

じ
ん

よ

げ
ん

し
ん

よ

し
と
し
、
政
は
治
ま
る
を
善
し
と
し
、
事
に
は
能
な
る
を
善
し
と
し
、
動

せ
い

お
さ

よ

こ
と

の
う

よ

う
ご

く
に
は
時
な
る
を
善
し
と
す
。
夫
れ
唯

争

は
ず
、
故
に
尤
無
し

）。

と
き

よ

そ

た
だ
あ
ら
そ

ゆ
え

と
が

な

と
あ
る
。
こ
れ
は
白
楽
天
の
水
に
対
す
る
愛
着
の
拠
り
所
だ
ろ
う
。
最
上
の

善
は
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
水
は
万
物
に
利
益
を
与
え
な
が
ら
、
決
し

て
全
て
と
は
争
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
池
、
所
謂
「
水
」
は
、
心

が
穏
や
か
で
、
且
つ
安
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
る
友
の
よ
う
で
あ

る
。
従
っ
て

「
池
」
は
、
隠
遁
者
に
と
っ
て
養
志
の
地
と
し
て
の
不
可
欠

、

の
設
備
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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文
頭
に
挙
げ
て
い
る
『
方
丈
記
』
の
文
の
よ
う
に
、

「
そ
の
所
の
さ
ま
を
い
は
ば
、
南
に
懸
樋
あ
り
、
岩
を
立
て
て
水
を
た
め

た
り
。
林
の
木
近
け
れ
ば
、
爪
木
を
ひ
ろ
ふ
に
乏
し
か
ら
ず
。
名
を
音
羽

山
と
い
ふ
。
ま
さ
き
の
か
づ
ら
跡
埋
め
り
。
谷
し
げ
け
れ
ど
西
晴
れ
た
り
。

観
念
の
た
よ
り
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

」
。

と
あ
る
が
、
文
面
か
ら
見
る
と
、
長
明
は
、
た
だ
自
分
の
住
居
の
周
囲
を
紹

介
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
質
か
ら
言
え
ば
、
先

行
文
学
と
同
じ
よ
う
に

「
懸
樋
あ
り
、
岩
を
立
て
て
水
を
た
め
た
り
」
と

、

い
う
、
水
を
溜
め
て
い
る
こ
と
は

「
水
」
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
又
、
住

、

居
の
所
在
地
を
「
名
を
音
羽
山
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て

「
山
」
も
あ
る
。
言

、

わ
ば
、
長
明
の
隠
遁
生
活
の
地
に
も
水
と
山
が
あ
る
。
し
か
し
、
長
明
の
こ

の
水
と
山
は
、
保
胤
と
兼
明
親
王
の
「
智
仁
者
楽
山
水
」
の
み
の
「
楽
し

む
」
で
は
な
い
と
思
う
。
で
は
、
長
明
の
こ
の
水
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
武
田
孝
は

「
筧
、
溜
め
ら
れ
た
水
、
爪
木
、
と
、
毎
日
の
生

、

活
に
密
着
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
世
捨
て
人
に
も
、
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
最
小
限
に
必
要
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
我
々
も
、
改
め
て
知

ら
さ
れ
る
思
い
が
す
る

」

と
述
べ
て
い
る
。
長
明
は
自
分
の
庵
を
結
ん
だ

。
⑫注

当
初

「
所
を
思
ひ
定
め
ざ
る
が
故
に
、
地
を
占
め
て
造
ら
ず
。
土
居
を
組

、

み
、
う
ち
お
ほ
ひ
を
敷
き
て
、
継
ぎ
目
ご
と
に
掛
け
金
を
か
け
た
り
。
も
し
、

。

、

心
に
か
な
は
ぬ
こ
と
あ
ら
ば
、
安
く
外
へ
移
さ
む
が
た
め
な
り

」
と
い
う

固
定
し
た
住
居
で
は
な
く
考
え
て
、
庵
を
「
末
葉
の
宿
り

・

旅
人
の
一
夜

」
「

の
宿

・

仮
の
宿
り
」
だ
と
見
て
い
た
の
で
、
そ
の
住
居
と
周
り
に
は
、
殆

」
「

ど
手
を
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
譬
え
手
を
入
れ
て
も
、
自
然
の
ま
ま
に

す
る
。
水
に
関
し
て
の
設
備
も
同
じ
で
あ
る
。
長
明
の
「
水
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
、
先
行
文
学
の
そ
れ
と
比
べ
て
見
れ
ば
分
か
る
と
思
う
。

慶
滋
保
胤
「
池
亭
記
」

池

緑
松
島
・
紅
鯉
・
小
橋
・
小
船

兼
明
親
王
「
池
亭
記
」

池

冬
の
氷
・
南
島
（
南
島
の
松

・
月
波

）

・
池
水
緑
・
岸
葉
紅

白
楽
天
「
池
上
篇
並
序
」

水

中
島
亭
・
波
月
・
白
蓮
・
橋
・
船

鴨
長
明
『
方
丈
記
』

水

懸
樋
（
竹

・
岩

）

右
を
見
れ
ば
、
長
明
の
「
水
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
長
明
の
水
の
溜
め
方
は
、
中
国
文
化
に
示
さ
れ
る
「
池
」
と
、

全
く
雰
囲
気
の
違
う
風
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
使
っ
た
道

具
の
竹
の
筒
（
懸
樋
）
と
岩
も
、
日
本
文
化
に
し
か
な
い
風
流
と
素
朴
と
い

う
印
象
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
所
謂
、
設
備
を
作
る
場
合
に
し
て
も
、
自
然

の
物
を
そ
の
ま
ま
に
利
用
す
る
。
譬
え
手
を
入
れ
る
と
し
て
も

「
自
然
の

、

ま
ま
」
の
よ
う
に
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は

『
方
丈
記
』
の
「
水
」
か

、

ら
、
長
明
の
素
朴
な
性
格
と
素
直
な
生
活
振
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

長
明
に
は
隠
遁
の
日
常
生
活
の
中
で
も
、
保
胤
と
兼
明
親
王
に
あ
る
よ
う
な
、

古
賢
の
崇
拝
意
識
も
な
く
、
白
楽
天
に
あ
る
「
水
を
友
に
し
竹
を
師
と
成
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す
」
の
よ
う
な
物
の
偶
像
意
識
も
な
い
。
た
だ
自
分
の
生
活
範
囲
を
自
分
だ

け
の
空
間
に
し
て
、
素
直
な
生
活
態
度
を
取
る
訳
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
長

明
の
竹
の
筒
と
岩
と
で
組
み
立
て
た
蓄
水
設
備
は
、
静
か
で
寂
し
い
雰
囲
気

が
濃
く
て
、
住
居
の
周
り
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
彼
の
「
静
か
な
る
を

望
み
と
し
」
と
い
う
主
題
性
が
強
い
。
又
、
こ
こ
で
言
及
し
た
い
が

『
方

、

丈
記
』
に

「
そ
の
西
に
閼
伽
棚
を
つ
く
り
」
と
あ
っ
て

「
水
」
を
供
養
物

、

、

に
し
た
。

即
ち

「
水
辺
文
学
形
相
か
ら
、
山
の
文
学
の
形
相
へ
の
推
移
」
で
あ
る

、

と
共
に

『
方
丈
記
』
が
先
行
文
学
の
生
活
環
境
の
中
に
不
可
欠
の
設
備
で

、

あ
る
「
池
」
を
外
し

「
池
」
を
楽
し
ん
だ
も
の
を
捨
て
て
、
最
小
限
の
生

、

活
条
件
と
し
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
あ
る

『
方
丈
記
』
が
独
自
の
文
学

。

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

注①

金
子
彦
二
郎
著
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』
第
二
巻
（
二
四
八
〜
二

四
九
頁

（
講
談
社
、
一
九
四
八
年
）

）

②

武
田
孝
著
『
方
丈
記
全
釈

（
二
七
六
頁

（
笠
間
書
院
、
平
成
七
年
九

』

）

月
）

』

）

、

③

川
口
久
雄
ら
校
注
『
和
漢
朗
詠
集

梁
塵
秘
抄

（
六
七
頁

（
岩
波
書
店

昭
和
四
〇
年
一
月
）

④

注
③
に
同
じ

（
一
八
三
頁
）

、

⑤

小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻

文
華
秀
麗
集

本
朝
文
粋

（
二
〇
六
頁
）

』

（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
九
年
六
月
）

⑥

注
⑤
に
同
じ

（
二
〇
七
頁
）

、

⑦

『
本
朝
続
文
粋

（
六
七
三
〜
六
七
四
頁

「
日
本
文
学
大
系
」
第
四
二
巻

』

）

（
国
民
図
書
、
昭
和
二
年
一
一
月
）

⑧

小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻

文
華
秀
麗
集

本
朝
文
粋

（
一
一
二
頁
頭
注

』

四
五

（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
九
年
六
月
）

）

⑨

佐
久
節
訳
『
白
楽
天
全
詩
集
』
第
三
巻
（
九
一
一
頁

（
誠
進
社
、
昭
和
五

）

三
年
七
月
）

⑩

注
⑨
に
同
じ
（
五
九
五
頁
）

⑪

安
部
吉
雄
ら
著
『
老
子

荘
子
・
上

（
二
三
頁

「
新
釈
漢
文
大
系
」
七

』

）

（
明
治
書
院
、
昭
和
四
一
年
一
一
月
）

⑫

武
田
孝
著
『
方
丈
記
全
釈

（
二
七
六
頁

（
笠
間
書
店
、
平
成
七
年
九

』

）

月
）
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